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論文内容の要旨
〔目的〕
免疫溶血反応の最終段階，すなわち補体第 9 成分 (C 9) による補体第 8 成分まで反応した感作赤
血球 (EACl-8) の溶血反応の作用機序の分子論的解析を目的とした。
〔方法ならびに成績〕
補体第 7 成分まで反応した感作赤血球 (EACl-7) に精製したモルモット補体第 8 成分 (C8即)ま
たはヒト補体第 8 成分 (C8hu) を反応させ，補体第 8 成分まで反応した中間生成体 (EACl-8gp また
は EACl-8hu) を作製した。補体第 9 成分として精製したモルモット補体第 9 成分 (C9gp) むよびヒ
ト補体第 9 成分 (C9hu) を用いた。緩衝液は主としてゲルコース・グラチン・ベロナール緩衝液を用
いた。
1. EACl-8gp または EACl-8hu と変量した C9gp または C9hu を組合せを変えて反応させ，その溶血
率を加えた C9 量に対してプロットし，溶血曲線を描いたところ，いずれのC9 でも EACl-8gp の
場合はいわゆる saturation curve に， EACl-8hu の場合は sigmoid curve になった。
2. EACト8 と変量した C9 を反応させ，遠心の後，上清に残った C9 量を測定し，はじめに加えた
C9 量より減じ EACト8 に結合したC9 量を算出した。 EACl-8 に結合した C9 量に対し，それに
よって作られた E申 (damaged cell) の量をプロットすると，やはり C9gp， C9hu のいずれの場合でも
EACl-8即の場合は saturation curve を， EACl-8hu の場合は sigmoid curve を描いた。
これらの結果より， EACl-8gp の場合は従来考えられていたごとく 1 分子の C9gp または C9huが
反応して溶血するが， EACl-8hu の場合は数分子の C9gp または C9hu が反応してはじめて溶血に
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至ることが強く示唆された。このことを確かめるため以下の実験をした。
3. EACl-8 に微量のC9 を反応させ，溶血せず、に残った cell を EACl-8 ・ 9 とし，対照の EACl-8
と C9 に対する反応性を比較した。 EACl-8hu・ 9 は EACl-8hu の場合よりも一定の C9 量により高
い溶血率を示し，その溶血曲線の形は EACl-8gp の場合に似ていた。いっぽう EACl-8gp の場合は
EACト8gp.9 の方が EACl-8gp よりも一定のC9 量による溶血率が低かった。このことは C9gp でも
C9hu でも同じであった。
4. EACl-8hu にあえてc8即を反応させ， EACl-8hu.8即を作製し， C 9 量に対して溶血曲線を描
いたところ， EACl-8hu. 8gp と EACl-8hu とは同じような sigmoid curve となり， EACl-8huの溶血
には未知のもう 1 つの補体成分を必要とする可能性は否定された。
5. O.09M EDTA に EACl-8hu.9 を浮瀞させ，時間を追ってくみ出し，その damaged site の数を測
定したところ， EACl-8hu.9 より C9 の decay は起らないことが判明した。
6. C 9 を変量して EACl-8hu と反応させ， E*形成の kinetics を解析した。 EACl-8gp の場合と異な
り EACl-8hu の場合はP形成の curve には lag phase が認められ，作られたE*量，および最大 r
形成速度は加えた C9 の濃度比より高い比を示した。
7. EACl-8hu と C9 による P から溶血への Kinetics でも， E* の溶血度および最大溶血速度は， E* 
形成のために加えた C9 の濃度比より高い比を示した。
〔総括〕
C9gp の場合でも C9hu の場合で、も， EACl-8gp は 1 分子のC9 が反応して溶血するが， EACl-8hu 
の溶血には 2 分子以上のC9 が反応する必要があることが判明した。すなわち， EACl-8hu の場合
はその 1 つの site 上に 2 分子以上のC9 が反応してはじめてその site が damage を受け，溶血に至る
と考えられた。また，このことから EACl-8 の C9 による溶血が 1 分子のC9 で起るかどうかは，
C9 の種によって決まるものではなく， cell 上の C8 の種によって決まるものであることが判明
した。
論文の審査結果の要旨
上記の研究により，免疫溶血反応の最終段階において，モルモット C8 を反応させた EACl-8 は従
来考えられていたごとく 1 分子のモルモット C9 あるいはヒト C9 により溶血するが，ヒト C8 を反
応させた EACl-8 は 1 つの site に 2 分子以上のモルモット C9 あるいはヒト C9 が反応してはじめて
溶血することが明らかにされた。この one site-multi molecules という新しい概念を導入することによ
ってヒト C8 の反応した EACl-8 がC9 によって溶血する場合の分子論的反応機作が明らかにされた
ことは，免疫溶血反応における細胞膜の変化の研究の発展に大きな意義をもつものである。また C9
活性の定量にはモルモット C.8 の反応した EACl-8 を用いるべきことが本研究により理論的に裏づ
けられたことも特筆されるべきであろう。
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